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1 4 ：0 0 開 演   （ 1 3 ：3 0 開 場 ）  ※ 全 公 演 共 通

チ  ケ  ッ ト  1, 0 0 0 円 ／ 中 学 生 以 下 無 料 　 〈 全 席 自 由 ・ 税 込 〉

   ※ 公 演 ご と に チ ケ ッ ト が 必 要 で す 。 　 ※ 中 学 生 以 下 は チ ケ ッ ト 不 要 。
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埼 玉 県 東 松 山 市 出 身 。

4 歳 よ り ピ ア ノ を 始 め る 。 東 京 音 楽 大 学 付 属 高 等 学 校 、 同 大 学

器 楽 専 攻 ピ ア ノ 演 奏 家 コ ー ス を 経 て 、 同 大 学 院 修 士 課 程 伴 奏 科

修 了 後 、 同 大 学 研 究 生 修 了 。 リ ス ト 音 楽 院 に て マ ス タ ー ク ラ ス

を 受 講 、 修 了 演 奏 会 に 出 演 。 第 6 回 日 本 奏 楽 コ ン ク ー ル ア ン サ

ン ブ ル 部 門 第 1 位 。 併 せ て ア ン サ ン ブ ル 賞 を 受 賞 。 第 7 回  S O C 

C H A M B E R E N S E M B L E S （ ポ ー ラ ン ド ） 第 1 位  。 2 0 2 5 年  

I nt er n ati o n al M usi c C o m p etiti o n Pi etr o Ar g e nt o（ イ タ リ ア ） 室

内 楽 部 門 第 3 位 。 こ れ ま で ピ ア ノ を 岡 田 敦 子 、 鈴 木 弘 尚 、 松 尾 奈 々 、

松 本 和 将 、 室 内 楽 お よ び 伴 奏 法 を 御 邊 典 一 、 山 洞 智 、 門 脇 大 樹 、

チ ェ ン バ ロ を 渡 邊 順 生 、 フ ォ ル テ ピ ア ノ を 小 倉 貴 久 子 の 各 氏 に

師 事 。 ソ ロ の ほ か 、 室 内 楽 や 声 楽 伴 奏 な ど 演 奏 活 動 を 行 い 、 後

進 の 指 導 に も あ た っ て い る 。 近 年 は 地 元 で あ る 東 松 山 で 小 学 校

へ の ア ウ ト リ ー チ や 自 主 企 画 コ ン サ ー ト に も 取 り 組 ん で い る 。
横 田 理 央
ピ  ア ノ

（  東  松  山  ネ ク ス ト ア ー  テ ィ ス ト ）

横 田 理 央
ピ  ア ノ

（  東  松  山  ネ ク ス ト ア ー  テ ィ ス ト ）
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〈 主 な 演 奏 曲 目 〉

⚫ R. シ ュ ー マ ン  

幻 想 小 曲 集

⚫ フ ィ ン  ジ  

5  つ の  バ ガ テ ル

⚫ オ ラ ー  

無 伴 奏 ク ラ リ ネ ッ ト の た め の ソ ナ タ

　 他

〈 主 な 演 奏 曲 目 〉

～  楽 し く 学  ぶ ク ラ シ ッ ク  音  楽  の  歴  史  ♬  ～

⚫ G .  テ レ  マ ン  

ヴ ィ オ  ラ  協  奏  曲  よ り

⚫ L . v .  ベ  ー ト ー ヴ ェ ン  

ピ ア ノ ソ ナ タ 第 1 4 番 「 月 光 」 よ り  

第 三 楽 章

⚫ R. シ ュ ー マ ン  

お と ぎ の 絵 本 o p. 1 1 3

　 他

〈 主 な 演 奏 曲 目 〉

⚫ J .  ハ ル ヴ ォ ル  セ ン  

ヘ  ン  デ  ル  の  主  題  に  よ  る 「  パ  ッ  サ  カ  リ  ア  」

⚫ F .  シ ュ ー  ベ  ル ト  

ピ ア ノ 三 重 奏 曲 第 一 番  

変  ロ  長  調 D 8 9 8  よ り  一  楽  章  

⚫ D .  シ ョ ス  タ  コ  ー  ヴ ィ  チ  

「 5 つ の 小 品 」

　 他
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東 松 山 市 在 住 。

大 宮 光 陵 高 校 を 経 て 桐 朋 学 園 大 学 、 同 大 学 研 究 科 を 修 了 。 日 本

ク ラ シ ッ ク 音 楽 コ ン ク ー ル 大 学 の 部 最 高 位 。 大 阪 国 際 音 楽 コ ン

ク ー ル  ソ ロ 部 門 、 室 内 楽 部 門 共 に 入 選 。 2 0 1 7 年 東 京 都 交 響 楽

団 実 技 試 験 に 合 格 。 弦 楽 合 奏 団 E N S E M B L E MI N A T O と

2 0 2 1 年 白 寿 ホ ー ル に て ヴ ィ ヴ ァ ル デ ィ 四 季 を 共 演 。 地 元 東 松

山 市 の 文 化 芸 術 家 派 遣 事 業 に よ る 小 学 校 ア ウ ト リ ー チ コ ン サ ー

ト 、 市 民 文 化 セ ン タ ー 主 催 の 音 楽 事 業 「 S h ort C o n c ert S eri es 

ク ラ シ ッ ク の 扉 」 に 出 演 。 比 企 交 響 楽 団 と 2 0 2 1 年 定 期 演 奏 会

に て チ ャ イ コ フ ス キ ー ヴ ァ イ オ リ ン 協 奏 曲 、 2 0 2 4 年 に シ ベ リ

ウ ス ヴ ァ イ オ リ ン 協 奏 曲 を 共 演 。 榎 本 ヴ ァ イ オ リ ン 教 室 と 嵐 山

町 の 芸 術 の 家 で 後 進 の 指 導 を す る 傍 ら 、 大 河 ド ラ マ 『 光 る 君 へ 』

（ N H K ） や 7 月 公 開 の 『 映 画 ち い か わ  人 魚 の 島 の ひ み つ 』 の レ

コ ー デ ィ ン グ に 参 加 す る な ど 幅 広 く 活 動 し て い る 。 現 在 、 比 企

交 響 楽 団 団 長 兼 コ ン サ ー ト マ ス タ ー 。

1 9 7 8 年 大 分 県 出 身 。 埼 玉 県 滑 川 町 在 住 。

1 4 歳 よ り ヴ ィ オ ラ を 始 め 、 大 分 県 立 芸 術 緑 丘 高 校 を 経 て 、 洗

足 学 園 音 楽 大 学 器 楽 科 を 首 席 で 卒 業 、 同 大 学 大 学 院 修 了 。 内 田

博 、 岡 田 伸 夫 の 各 氏 に 師 事 。 ザ ル ツ ブ ル ク ＝ モ ー ツ ァ ル ト 国 際

室 内 楽 コ ン ク ー ル に て 第 2 位 入 賞 。 日 本 演 奏 連 盟 の オ ー デ ィ シ

ョ ン に 合 格 、 九 州 交 響 楽 団 と 共 演 。 ソ ロ ア ル バ ム を 三 枚 、 四 枚 組

B O X C D “ ノ ス タ ル ジ ッ ク ・ メ ロ デ ィ ー ズ ” を W a n ar M usi c J a p a n

よ り 発 売 。 こ れ ま で に 神 奈 川 フ ィ ル 、 新 日 本 フ ィ ル 、 東 京 シ テ

ィ フ ィ ル  、  広 島 交 響 楽 団 な ど 全 国 の 主 要 オ ー ケ ス ト ラ に 客 演

首 席 と し て 参 加 。 2 0 1 6 年 は 活 動 を 一 時 休 止 し ド イ ツ へ 留 学 、

ピ ア ノ の 名 匠 ゲ オ ル ク ・ フ リ ー ド リ ヒ ・ シ ェ ン ク 氏 と ブ ラ ー ム

ス の ソ ナ タ を 共 演 し 、 研 鑚 を 積 む 。 2 0 1 9 年 天 皇 陛 下 即 位 祝 賀

式 典 の オ ー ケ ス ト ラ に て ソ ロ ヴ ィ オ ラ 奏 者 を 務 め た 。 現 在 は オ

ー ケ ス ト ラ へ の 客 演 を 中 心 に 室 内 楽 、 ソ ロ 活 動 、 ま た 、 葉 加 瀬

太 郎 ツ ア ー や 様 々 な ジ ャ ン ル の レ コ ー デ ィ ン グ に 参 加 。 石 田 組 、

ト リ オ A XI S 、 昴 2 1 弦 楽 四 重 奏 団 、 東 京 グ ラ ン ド ソ ロ イ ス ツ メ

ン バ ー 、 R E N T A R O 室 内 オ ー ケ ス ト ラ 九 州 ソ ロ 首 席 奏 者 。

2 0 2 5 年 4 月 か ら 東 松 山 市 民 文 化 セ ン タ ー 音 楽 ア ド バ イ ザ ー に 就 任 。

榎 本 郁
ヴ ァ イ オ リ ン

生 野 正 樹
ヴ ィ オ  ラ

カ ナ ダ 生 ま れ 、 ア メ リ カ 育 ち 。 ア メ リ カ の 名 門 ・ オ バ ー リ ン 音

楽 院 を 卒 業 。 在 学 中 ア ン ナ ー ・ ビ ル ス マ の マ ス タ ー ク ラ ス を 受

講 。 2 0 0 0 年 よ り 本 拠 地 を 日 本 に 移 し 、 ク ラ シ ッ ク か ら ポ ッ プ

ス ま で 、 幅 広 い ジ ャ ン ル で 演 奏 活 動 を 行 う 。 サ ロ ン オ ー ケ ス ト

ラ ジ ャ パ ン 、 シ ン フ ォ ニ エ ッ タ J A P A N、 東 京 ニ ュ ー フ ィ ル ハ

ー モ ニ ッ ク 管 弦 楽 団 、 ク ラ イ ネ ス ・ コ ン ツ ェ ル ト ハ ウ ス 管 弦 楽

団 な ど に 参 加 す る 他 、 室 内 楽 や ソ ロ で も 活 動 。 2 0 0 5 年 に は 国

連 F A O 設 立 6 0 周 年 記 念 コ ン サ ー ト （ み な と み ら い 大 ホ ー ル ）

に て 「 リ ベ ル タ ン ゴ 」 を 演 奏 し 、 N H K- B S で 全 国 放 映 さ れ た 。

2 0 2 1 年 に は ピ ア ノ ト リ オ L a Vit a と し て 日 経 ミ ュ ー ズ サ ロ ン に

出 演 し 、 C D 《 エ フ ぶ ん の １ 》 を リ リ ー ス 。 2 0 2 2 年 よ り ク ァ ル

テ ッ ト ・ エ レ ノ ア の チ ェ リ ス ト 。 2 0 2 4 年 か ら は 「 テ ィ ン バ ー ・

リ ン グ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク 室 内 楽 シ リ ー ズ 」 を 主 宰 し 、 小 編 成 な ら

で は の ク ラ シ ッ ク 音 楽 の 魅 力 を 発 信 し て い る 。
大 塚 幸 穂
チ ェ ロ

宮 城 県 出 身 。 東 松 山 市 在 住 。

東 京 音 楽 大 学 付 属 高 等 学 校 ピ ア ノ 演 奏 家 コ ー ス 卒 業 後 、 オ ー ス

ト リ ア の ウ ィ ー ン に 渡 欧 。 帰 国 後 、 武 蔵 野 音 楽 大 学 演 奏 学 科 ヴ

ィ ル ト ゥ オ ー ゾ コ ー ス を 経 て 同 大 学 大 学 院 音 楽 研 究 科 修 士 課 程

修 了 。 平 成 2 9 ・ 3 0 年 度 、 令 和 4 ・ 5 年 度 福 井 直 秋 記 念 奨 学 金 給

費 奨 学 金 奨 学 生 と し て 在 籍 。 令 和 3 年 度 武 蔵 野 音 楽 大 学 卒 業 演

奏 会 、 第 3 6 回 武 蔵 野 音 楽 大 学 埼 玉 県 支 部 新 人 演 奏 会 出 演 。 第

2 5 回 全 日 本 ジ ュ ニ ア ク ラ シ ッ ク 音 楽 コ ン ク ー ル 第 1 位 。 第 1 8 回

シ ョ パ ン 国 際 ピ ア ノ コ ン ク ー ル i n A SI A高 校 生 部 門 ア ジ ア 大 会

銀 賞 。 第 7 回 ・ 第 1 4 回 イ タ リ ア コ ン コ ル ソ ・ ム ジ カ ア ル テ  St ell a

部 門 金 賞 。 ウ ィ ー ン で 開 催 さ れ た デ ィ ヒ ラ ー コ ン ク ー ル 第 2 位

な ど 、 様 々 な コ ン ク ー ル で 多 数 入 賞 。 こ れ ま で に ピ ア ノ を 横 尾

美 佳 子 、 秋 谷 恵 美 、 菊 地 麗 子 、 山 辺 絵 理 、 J a n Jir a c e k v o n 

Ar ni m 、 永 岡 信 幸 、 楽 曲 分 析 を 三 宅 悠 太 の 各 氏 に 師 事 。 声 楽 伴

奏 や 様 々 な 器 楽 奏 者 と の 共 演 も 多 く 、 現 在 は 演 奏 活 動 と 共 に 市

内 の 教 室 で 後 進 の 指 導 も 行 っ て い る 。

大 友 麻 里 亜
ピ  ア ノ

（  東  松  山  ネ ク ス ト ア ー  テ ィ ス ト ）

1 9 8 4 年 、 埼 玉 県 所 沢 市 で 生 ま れ 、 東 松 山 市 出 身 。

東 京 藝 術 大 学 に 入 学 後 、 2 0 0 5 年 か ら 独 リ ュ ー ベ ッ ク 国 立 音 楽

大 学 で 学 び 、 2 0 1 2 年 同 大 学 院 卒 業 。 ク ラ リ ネ ッ ト を 半 田 裕 一 、

山 本 正 治 、 村 井 祐 児 、 サ ビ ー ネ ・ マ イ ヤ ー の 各 氏 に 師 事 。

2 0 0 1 年 ヤ ン グ ・ ク ラ リ ネ ッ テ ィ ス ト コ ン ク ー ル ・ ヤ ン グ ア ー

テ ィ ス ト 部 門 第 １ 位 。 2 0 0 6 年 日 本 音 楽 コ ン ク ー ル 第 １ 位 、 併

せ て E. ナ カ ミ チ 賞 、 岩 谷 賞 （ 聴 衆 賞 ） 。 2 0 0 8 年 ヴ ィ ― ス バ ー デ

ン ・ モ ー ツ ァ ル ト ・ コ ン ク ー ル 第 １ 位 、 同 年 A R D ミ ュ ン ヘ ン

国 際 音 楽 コ ン ク ー ル で 日 本 人 初 の 第 ３ 位 入 賞 、 2 0 0 9 年 ル イ ・

シ ュ ポ ー ア ・ メ ダ ル な ど 受 賞 多 数 。 2 0 0 9 年 か ら 2 0 1 2 年 ま で リ

ュ ー ベ ッ ク 歌 劇 場 管 弦 楽 団 （ リ ュ ー ベ ッ ク ・ フ ィ ル ） で ク ラ リ

ネ ッ ト 奏 者 を 務 め た 。 室 内 楽 奏 者 と し て N H K ラ ジ オ 「 リ サ イ

タ ル ・ ノ ヴ ァ 」 、 木 曽 音 楽 祭 、 東 京 春 音 楽 祭 な ど に 出 演 。 木 管

六 重 奏 団 「 東 京 六 人 組 」 の メ ン バ ー と し て 数 々 の 公 演 を 行 う 。

東 京 六 人 組 、 ウ ェ ー ル ズ 弦 楽 四 重 奏 団 と の C D を リ リ ー ス 。 現

在 、 読 売 日 本 交 響 楽 団 首 席 ク ラ リ ネ ッ ト 奏 者 、 紀 尾 井 ホ ー ル 室

内 管 弦 楽 団 メ ン バ ー 。 埼 玉 県 飯 能 市 在 住 。

金 子 平
ク ラ リ ネ ッ ト

©  熱 海 洸 輔

※ 曲 目 は 予 告 な く 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。
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気 軽 に ク ラ シ ッ ク 音 楽 を 楽 し め る シ ョ

ー ト コ ン サ ー ト シ リ ー ズ 「 ク ラ シ ッ ク

の 扉 」 。 2 0 2 6 年 は 、 読 売 日 本 交 響 楽 団

首 席 ク ラ リ ネ ッ ト 奏 者 の 金 子 平 を は じ

め 、 生 野 正 樹 、 榎 本 郁 、 大 塚 幸 穂 ら 実

力 派 演 奏 家 が 出 演 。 さ ら に 、 地 域 の 若

手 演 奏 家 「 東 松 山 ネ ク ス ト ア ー テ ィ ス

ト 」 も 加 わ り 、 ク ラ リ ネ ッ ト 、 ヴ ィ オ

ラ 、 ヴ ァ イ オ リ ン 、 チ ェ ロ 、 ピ ア ノ の

多 彩 な 響 き で 、 ク ラ シ ッ ク の 魅 力 を お

届 け し ま す 。

ぜ ひ お 聴 き 逃 し な く ！

S h ort C o n c ert S eri es

ク ラ シ ッ ク の 扉  2 0 2 6


